
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 39名 （回答者数） 16名

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 児発:7名、放デイ:5名 （回答者数） 児発:7名、放デイ:5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・こども目線重視での快適な環境作り

2

・保護者へのヒヤリングより、更なる充実を図る

3

・常に同じ方向を向いていることを、コミュニケーションを

通じて確認していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・イベントを企画案内後に、保護者とコミュニケーションを

とり丁寧に説明する。

2

・職員が訓練をした状況を事業所のエントランスで掲示す

る。

・LINEで保護者に非常時の対応についてお知らせする。

3

○事業所名 子ども療育AMY

○保護者評価実施期間 2026年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

【保護者への説明等】

・父母の会の活動支援や、保護者会等への開催等により、保護

者同士の交流の機会がもうけられているの評価についてわから

ないの回答が複数あった。

・親子参観日、クリスマス会、夏祭りなど企画開催している

が、案内はしているが参加の楽しさや意義まで周知できていな

い。

【非常時等の対応】

・事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練が行われているかわからないの回答が複数あっ

た。

・事業所内では職員に対して計画的に実施しているが、全員を

対象とした訓練は難しい。

【環境・体制整備】

・生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になっている、ま

た、こども達の活動に合わせた空間になっているの評価が高

い。

・定期的な清掃

・安全第一の環境作り

・天候に合わせた温度調整

【適切な支援の提供】

・放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われているの評

価が高い。

・きめ細かな計画立案

・こどもの特性に合わせた支援の実施

【保護者への説明等】

・事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますかへ

の評価が高い。

・療育のフィードバックを丁寧に行う

・こども、保護者の意見を真摯に聞く

事業所における自己評価総括表公表


